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吹田市地域自立支援協議会について 

 

１ 吹田市地域自立支援協議会の設置目的 

 平成 22 年 1 月 1 日設置を行い、障がい者及び障がい児が、自立した日常生

活又は社会生活を営むことができる地域づくりのために、関係者が共同して地

域の障がい福祉に関する課題を協議する場として、全体会、運営委員会、専門

部会・プロジェクト等を開催し、課題を協議してきました。 

 

２ 平成 30 年度の実績 

平成 30 年度は、平成 30 年 10 月 2６日に全体会を開催し、専門部会・プ

ロジェクトの報告を行いました。 

 ア 精神障がい者支援部会 

 医療機関、訪問看護ステーション、相談支援事業所、ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ、居宅介護事

業所、生活介護事業所、吹田保健所、社会福祉協議会、短期入所施設、自立訓

練事業所、就業・生活支援センター、公共職業安定所等が構成メンバーとして

協議を進めました。 

支援者の視点からサービス提供状況や精神障がい者の実態をアンケート調査

し、サービスにつながっても、サービス内容と本人が求めるものとのミスマッ

チで利用中断につながっている傾向が分かりました。また、精神障がい者にサ

ービス導入が進んでいない背景に、「事業所の理解不足」と「実際に利用できる

事業所の少なさ」があると考えられる結果となりました。この課題を解決する

ために、支援者側の理解促進をはかるための研修が必要であることを提言しま

した。 

 

 イ こどもの支援検討プロジェクト 

こどもの支援検討プロジェクトでは、相談支援事業所、放課後等デイサービ

ス事業所、児童発達支援事業所、保健所、支援学校、子ども発達支援センター、

保健センター、教育委員会、障がい福祉室を構成メンバーとして協議を行いま

した。 

①こどもに関わる機関の役割・機能を整理②情報共有のあり方について検討

した結果、教育や医療の関係機関に相談支援専門員の役割を周知する必要があ

ることと、本人、保護者、教育機関、福祉サービス事業所等が連携を図り、課

題を共有することが大事であることを提言しました。 
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 ウ 当事者部会 

 当事者部会は全身性障がい者、視覚障がい者、聴覚障がい者、知的障がい者、

内部障がい者を構成メンバーとして協議を行いました。 

 障がい者理解を深めるため、地域との直接的なかかわりを深めていく必要が

あり、その方法論について検討しています。今年度は、当事者が日常で感じる

ことを発表するリレートークを毎月、各種制度について当事者自身が学ぶ学習

会を予定しています。 

 

３ 今後の地域自立支援協議会の方向性について 

 今後の地域自立支援協議会の運営については、関係者が共同して地域の障が

い福祉に関する課題を協議する場としての役割を果たすため、事例から地域課

題を抽出できる仕組みに変更します。具体的には、地域ごとに事例検討会を行

い、事例に関わる課題を検討し、運営委員会に上げていきます。運営委員会で

は、その課題を共有し、必要に応じて、専門部会を発足させ、協議を依頼しま

す。専門部会で協議した内容は、運営委員会に報告し、全体会に報告していき

ます。 

 

吹田市地域自立支援協議会の概要

○障がい者とその家族等をめぐる状況や課題、行政情報など

について共有し、協議会の具体的な取り組みについて協議
します。

○ニーズ・課題や困難ケースにより部会へ指示や専門部会の
設置について協議します。

○協議会全体の計画・方向性について協議・決定します。
○運営委員会などで協議された事項や提案等について、報告を受け協議します。

○会議開催等の事務を行います。

○協議会（全体会）や運営委員会の協議事項・資料の調整を行い

ます。

協議会（全体会） 年２回開催

運営委員会 3か月に１回

事 務 局

○運営委員会などから与えられた課題やその領域に係る課題

について、調査・研究を行い、検討結果や提案等を運営委
員会に報告します。

専門部会・検討プロジェクト 随時開催

報告・改善
策の提案

共有課題の
抽出・指示

審議・意見報告・提案

【専門部会】
・居住支援部会 ・当事者部会
・医療課題検討部会
・精神障がい者支援部会

【検討プロジェクト】
・こどもの支援検討PT

 

 

 


